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政策４ 心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成

〇芦安小中一貫学校整備　4,626 万 8 千円
　　芦安小・中学校を渡り廊下で繋ぎ、施設の共同利用による隣接型の
　小中一貫教育の推進が図られるよう整備を行う。

〇桃源文化会館施設整備　5 億 8,096 万 8 千円
〇小中学校防犯カメラ設置　3,661 万 3 千円
　甲西市民グラウンド移転設計等経費（3,662 万 1 千円）
　市立美術館「リニューアルオープン記念事業」（5,995 万 3 千円）

　小中学校タブレット教育ネットワーク環境調査等（2,956 万円）

第
１
回
定
例
会
（
３
月
）の
あ
ら
ま
し

　

２
月
28
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
、
平
成

30
年
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
金
丸
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
各
議
案
の
説
明
が
さ
れ
、

名
取
泰
議
員
よ
り
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
た
一
般
会
計
当
初
予

算
に
つ
い
て
大
綱
質
疑
が
あ
り
、
金
丸
市
長
が
「
合
併
特
例
債

の
活
用
期
限
を
見
据
え
て
大
型
事
業
を
予
算
計
上
し
、
普
通
建

設
事
業
が
増
加
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

第
７
日
と
第
８
日
の
代
表
質
問
・
一
般
質
問
に
は
７
会
派
の

代
表
と
７
人
の
議
員
が
農
業
施
策
や
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
、

旧
完
熟
農
園
な
ど
を
テ
ー
マ
に
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
付
託
と
な
っ
た
条
例
案
・
補
正
予
算
案
・
当

初
予
算
案
は
３
月
１
日
、
２
日
、
９
日
、
12
日
、
13
日
、
14
日
、

15
日
の
延
べ
７
日
間
を
か
け
て
慎
重
審
査
し
、
最
終
日
の
３
月

23
日
に
委
員
長
報
告
さ
れ
、
追
加
提
出
議
案
２
議
案
を
含
む
全

56
議
案
を
可
決
お
よ
び
同
意
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
34
号
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
の
審
議
で
は
、「
南

ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
は
、
公

的
資
金
の
回
収
見
込
み
が
不
確
実
で
あ
り
地
権
者
の
同
意
を
得

ら
れ
な
い
上
で
は
事
業
継
続
で
き
な
い
」
と
し
て
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
賛
成
少
数
で
こ
れ
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
、
５
ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

政策５ 未来をひらく経営型行政運営の形成

〇指定管理者制度推進　68 万 1 千円
　　平成 30 年度末で終了となる 36 施設の指定管理者再選定・新規導入施設等の選定。

〇行政評価システム推進　128 万 7 千円  

●第 1回定例会（3月）

平成30年度予算 過去最大規模の 322 億1,427万円 を 可決
公共施設再配置「集中取り組み期間」の 最終年度

渡り廊下でつなぐ
芦安小・中学校

桃源文化会館
（現在は改修工事中）

小中学校に防犯
カメラを設置

（写真は豊小学校）
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政策２ ともに生き支えあうまちの形成

〇病児保育事業実施事業者へ整備費助成　3,142 万 5 千円
〇老朽化している巨摩 ･ 白根東 ･ 白根保育所の改修費用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4 億 1,614 万円
〇小笠原児童クラブ統合整備　1 億 2,178 万 1 千円
〇中学３年生までの養育支援　12 億 7,427 万 5 千円
　民間保育所等の施設型給付事業（9 億 291 万 1 千円）、救急医療確保対策（2,070 万円）
　後期高齢者医療特会操出（7 億 8,744 万 3 千円）、介護保険特会操出（8 億 3,231 万 4 千円）
　敬老祝品等支給（1,074 万 6 千円）、障害者福祉費（20 億 3,811 万 9 千円）
　生活保護費支給（5 億 7,945 万 6 千円）

政策１ 安全でみどり豊かな 人がつながるまちの形成

〇伊奈ヶ湖周辺施設ユネスコエコパーク管理運営事業　4,216 万 1 千円
　　伊奈ヶ湖周辺施設改修完了に伴い、ユネスコエコパーク緩衝エリアの拠点として、
　自然環境を活用した森林環境教育を推進していく。
　地域集会施設建設・修繕等助成（963 万 4 千円）
　ふるさと納税返礼品等経費（2 億 6,804 万円）
　消防ポンプ車 ･ 救助工作車更新（1 億 8,883 万 5 千円）
　消防本部通信指令システム更新および災害状況監視カメラ設置（2,784 万 1 千円）
　Ｊアラート整備経費（763 万 6 千円）

□□□□□□□□□政 策 体 系 別 主 な 事 業

政策３ うるおいと活力のある快適なまちの形成

〇クラインガルテン 7 区画追加整備　1 億 1,819 万 6 千円
〇南アルプスインターチェンジ新産業拠点整備（旧完熟農園）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,007 万 8 千円
〇特産農産物を積極的に宣伝し売り出す南アルプスブランド戦略
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　596 万 7 千円
　公園照明ＬＥＤ化（2 億 6,627 万 4 千円）
　農道照明ＬＥＤ化（3,099 万 6 千円）
　櫛形総合公園内施設改修等（総額 2 億 7,713 万 2 千円）
　道路新設改良（総額 3 億 2,800 万円）

　橋梁長寿命化および道水路維持管理補修（3 億 2,797 万 7 千円）

リニューアルした
伊奈ヶ湖周辺施設

ウッドビレッジ伊奈ヶ湖

改修する保育所

南アルプスＩＣ周辺

区画追加整備を行う
クラインガルテン

（中野５区画、湯沢２区画）

グリーンロッジ

レストハウス伊奈ヶ湖

白根保育所

白根東保育所

●第 1回定例会（3月）

平成30年度予算 過去最大規模の 322 億1427万円 を 可決
公共施設再配置「集中取り組み期間」の 最終年度

巨摩保育所
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　平成30 年 第1 回 定例会の議案に対する 議決結果等一覧表

□□□□議 会 活 動
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林
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深
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米
男

審
議
結
果

制
定

一
部
改
正

廃
止

補
正
予
算

当
初
予
算

予
算
関
係

同　意

その他

起立採決を行った議案

平成30年度一般会計予算（原案）

異議なく全会一致で可決された議案等

条
例
関
係

介護保険条例の一部改正

平成30年度一般会計予算に対する修正案

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

研 修 会 に 参 加

平成 30 年２月６日、アピオ甲府で行われた山梨県市議会議長会
主催による「議員合同研修会」に参加し、江宮隆之氏による講演
「甲州財閥、今に生きる」を聴講しました。

また、この日は午後から山梨県自治会館で行われた
第33回山梨県市町村自治講演会へも参加し、社会活
動家で法政大学教授の湯浅誠氏から「子どもの貧困」
についての講演を聞き、理解を深めました。

お詫びと訂正：前号議会だよりNO.59 の 2 ページ下段本文 5行目「1便当たりの利用者数は、14.7人」は「1日当たりの利用者数は、14.7人」の誤りでした。

▲

▲
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消
防
本
部
消
防
課
が
所
管
す
る
「
消

　
　
　

防
団
分
団
活
動
事
業
」
に
つ
い
て
、

機
能
別
消
防
団
員
50
名
の
計
画
数
だ
っ
た
が

市
内
の
い
く
つ
の
部
か
ら
の
希
望
か
。

　
　
　

市
内
13
の
部
か
ら
33
名
の
希
望
が
あ

　
　
　

り
、
さ
ら
に
数
名
を
予
定
し
て
い
る

が
、
50
名
に
は
満
た
な
か
っ
た
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
一
部

を
削
除
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
反
対
・

賛
成
討
論
が
あ
り
、
起
立
採
決
の
結
果
、
修

正
案
は
否
決
、
原
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
条
例
案
、
補
正
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
　

企
業
が
途
中
で
撤
退
し
た
場
合
、
残

　
　
　

り
の
造
成
費
分
の
支
払
を
約
束
さ
せ

る
こ
と
で
、
新
た
な
公
的
資
金
の
投
入
が
な

い
と
考
え
ら
れ
る
が
。

　
　
　

そ
の
よ
う
な
条
件
を
付
け
て
企
業
を

　
　
　

誘
致
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
は
困

難
で
あ
る
と
判
断
を
し
て
い
る
。

　
　
　

防
災
危
機
管
理
室
が
所
管
す
る
「
防

　
　
　

災
備
蓄
倉
庫
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、

近
年
、
備
蓄
さ
れ
て
い
る
食
品
が
賞
味
期
限

切
れ
と
な
っ
た
場
合
の
「
食
品
ロ
ス
」
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
ど
う
対
応

し
て
い
る
か
。

　
　
　

賞
味
期
限
が
近
付
い
た
食
品
に
つ
い

　
　
　

て
は
、
期
限
切
れ
前
の
余
裕
の
あ
る

う
ち
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

※
ま
た
、
多
数
の
委
員
か
ら
も
備
蓄
品
に
つ

い
て
、
公
的
備
蓄
品
だ
け
で
な
く
各
自
治
会

の
備
蓄
状
況
や
企
業
の
備
蓄
状
況
も
把
握
す

る
中
で
、
市
民
に
対
応
で
き
る
備
蓄
体
制
の

構
築
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

消
防
本
部
管
理
課
が
所
管
す
る
「
消

　
　
　

防
本
部
特
殊
車
両
整
備
事
業
」
に
つ

い
て
、
今
回
更
新
予
定
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
お
よ
び
救
助
工
作
車
の
金
額
は
。

　
　
　

 

ポ
ン
プ
車
が
約
５
千
８
百
万
円
、
救

　
　
　

助
工
作
車
が
約
１
億
３
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

交
通
政
策
室
が
所
管
す
る
「
交
通
政

　
　
　

策
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
平
成
29

年
度
の
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
実
績
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

平
成
29
年
度
２
月
末
で
、
申
請
者
数

　
　
　

２
６
７
６
人
に
対
し
、
利
用
者
数

２
０
４
９
人
で
、
76
．６
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
交
付
枚
数
５
万
７
５
６
６
枚
に
対
し
て

は
、
利
用
枚
数
２
万
５
３
８
５
枚
で
利
用
率

44 

．１
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
30

年
度
か
ら
西
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
タ
ク

シ
ー
利
用
者
に
も
一
般
の
交
付
枚
数
の
半
分

に
あ
た
る
月
１
枚
（
年
12
枚
）
の
タ
ク
シ
ー

券
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
西
地
区

の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
約
３
８
０
人
が
新
た

に
対
象
と
な
り
、
利
用
枚
数
は
、
さ
ら
に
増

加
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

　
　
　

室
が
所
管
す
る
「
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

新
産
業
拠
点
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
地
権
者

全
員
の
同
意
が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
事
業

な
の
に
、
現
状
同
意
が
と
れ
て
い
な
い
状
況

で
、
企
業
訪
問
等
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
。

　
　
　

平
成
29
年
12
月
以
降
か
ら
地
権
者
と

　
　
　

交
渉
を
は
じ
め
、
平
成
30
年
６
月
末

を
目
途
に
同
意
を
取
り
ま
と
め
る
考
え
で
あ

る
。
予
算
計
上
は
、
年
間
の
業
務
を
現
時
点

で
想
定
し
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
一
般
寄
附
金
４
億
円

　
　
　

に
つ
い
て
は
、
以
前
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
安
定
的
財
源
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
の
見
解
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
前
年
よ
り

も
倍
の
寄
附
金
を
見
込
ん
で
い
る
根
拠
は
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
平
成

　
　
　

29
年
度
は
当
初
予
算
で
２
億
円
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
寄
附
額
の
増
加
に
よ
り
予

算
総
額
は
４
億
５
千
万
円
ほ
ど
と
な
っ
た
。

決
算
額
で
は
さ
ら
に
増
え
る
見
込
み
で
あ
る

た
め
、
平
成
30
年
度
は
４
億
円
と
し
た
。
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
の
改
正
も
あ
り
う
る
こ
と

か
ら
、
毎
年
、
前
年
分
の
状
況
を
み
て
判
断

し
て
い
き
た
い
。

常任委員会  委員長報告

総務常任委員会

●委員長／河野 木綿子　●副委員長／斉藤 諭
●委　員／有野 一成、櫻田 力、村松 三千雄
　　　　　名取 泰、小林 敏徳

●当委員会に付託された案件／７件

QＡ

Ａ

QＡ

QＡ

更新が予定される
救助工作車

Q

Ａ Q

予  

算

QＡ

QＡ



　
　
　

教
育
総
務
課
が
所
管
す
る
「
小
・
中

　
　
　

学
校
施
設
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
」

の
カ
メ
ラ
の
設
置
数
と
稼
働
時
間
は
。

　
　
　

各
校
４
カ
所
設
置
し
休
日
も
含
め
24

　
　
　

時
間
対
応
で
あ
る
。

　
　
　

学
校
教
育
課
が
所
管
す
る
「
南
ア
ル

　
　
　

プ
ス
自
然
体
験
推
進
事
業
」
に
つ
い

て
、
対
象
が
芦
安
小
・
中
学
校
と
あ
る
が
、

今
後
、
他
の
学
校
に
も
取
り
入
れ
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

　
　
　

現
在
、
伊
奈
ヶ
湖
周
辺
の
整
備
を
進

　
　
　

め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
他
の
小
中

学
校
も
含
め
、
櫛
形
山
登
山
等
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　
　
　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
所  

　
　
　

管
す
る
「
協
働
支
援
テ
ー
マ
型
活
動

助
成
事
業
」
に
関
連
し
て
、
本
会
議
で
質
問

が
あ
っ
た
「
公
募
型
」
を
全
庁
的
に
活
性
化

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
本
会
議

　
　
　

の
質
問
で
も
提
案
さ
れ
て
い
る
の
で

検
討
す
る
。

　
　
　

若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
所

　
　
　

管
す
る
「
十
日
市
運
営
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
、
自
治
会
以
外
に
商
工
会
も
関
与

し
て
い
る
が
、
平
成
29
年
度
の
出
店
数
と
出

店
料
の
総
計
は
。

─  ６  ─

　

成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、
新
年
度
は
委
託

先
を
公
募
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選
定

す
る
。

　
　
　

子
育
て
支
援
課
が
所
管
す
る
「
子
育

　
　
　

て
応
援
講
座
事
業
」に
つ
い
て
、「
ノ
ー

バ
デ
ィ
ー
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
内
容
と
受
講
者
数
は
。

　
　
　

子
育
て
の
悩
み
を
持
つ
が
、
相
談
相

　
　
　

手
が
い
な
い
方
を
対
象
に
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
つ
な
が
り
を
も
ち
、

悩
み
等
を
打
ち
明
け
な
が
ら
、
前
向
き
な
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
。
５
人
で
１
つ
の
班
を
構
成
し
、
１

回
の
講
座
に
つ
き
15
～
18
人
が
参
加
し
て
い

る
。

　
　
　
「
地
域
子
育
て
支
援
力
拡
大
事
業
」

　
　
　

に
つ
い
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ

は
市
民
協
働
の
理
念
か
ら
始
め
た
事
業
で
あ

り
、
再
開
を
望
む
が
。

　
　
　

当
初
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
目
的

　
　
　

で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
イ
ベ
ン
ト
色

が
強
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
は
原
点
に

立
ち
返
り
、
検
討
す
る
。

　
　
　
「
芦
安
保
育
所
維
持
管
理
事
業
」
に

　
　
　

つ
い
て
、
芦
安
保
育
所
を
再
開
す
る

予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

現
在
、
調
査
段
階
で
あ
り
、
施
設
の

　
　
　

状
態
を
把
握
し
た
上
で
、
再
開
の
有

無
や
利
用
形
態
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す

る
。

　
　
　

出
店
数
は
約
３
０
０
店
舗
。
出
店

　
　
　

の
費
用
は
、
第
一
会
場
の
露
天
商

が
２
万
４
千
円
、
第
二
会
場
の
一
般
が

３
万
２
千
４
百
円
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

５
千
円
の
負
担
で
あ
り
、
補
助
金
４
５
０
万

円
と
合
わ
せ
て
約
１
千
２
百
万
円
で
運
営
し

て
い
る
。

　
　
　

福
祉
総
合
相
談
課
が
所
管
す
る
「
生

　
　
　

活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
す
る
学

習
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
と
、
課
題
の
共
有
が
大

切
と
考
え
る
が
、
委
託
先
の
選
定
方
法
と
、

事
業
費
が
昨
年
の
２
倍
に
な
っ
て
い
る
理
由

は
。

　
　
　

子
ど
も
の
支
援
と
地
域
の
担
い
手
育

　
　
　

成
を
行
う
も
の
で
、
平
成
29
年
度
は

週
２
日
16
時
間
の
活
動
で
あ
っ
た
が
、
新
年

度
は
週
５
日
と
す
る
た
め
の
増
額
で
あ
る
。

常任委員会  委員長報告

●委員長／中込 恵子　●副委員長／小池 伸吾
●委　員／松野 昇平、戸栗 淳、三木 充
　　　　　北村 千代子、飯野 久

●当委員会に付託された案件／28件

厚生文教常任委員会

　
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
当
初
予
算
案
に
つ

い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

南アルプス自然体験推進事業（栗沢山登山）

QＡ

QＡ

Q

Ａ

QＡ

QＡ

Q

Ａ

予  

算

QＡ

QＡ

地域住民とのワークショップ



目
土
で
対
応
し
て
き
た
が
、
平
均
７
～
８
セ

ン
チ
上
が
っ
て
い
る
。
競
技
記
録
に
支
障
が

出
る
た
め
、
今
回
初
め
て
実
施
す
る
。

○
平
成
30
年
度
水
道
事
業
会
計
当
初
予
算

　
　
　

御
勅
使
川
取
水
施
設
改
修
基
本
計
画

　
　
　

に
つ
い
て
、
元
々
あ
る
施
設
を
改
修

す
る
の
に
基
本
設
計
を
行
う
の
か
。

　
　
　

四
ヶ
圦
堰
の
取
水
施
設
を
改
修
し
て

　
　
　

沈
砂
池
に
取
水
を
行
う
計
画
で
あ

る
。
施
設
規
模
や
流
量
の
調
査
も
含
め
た
認

可
申
請
が
必
要
な
た
め
、
基
本
設
計
を
行
う
。

　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
の
名
称
が
農
協
の
頭

　
　
　

に
つ
き
全
国
発
信
さ
れ
る
こ
と
で
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
知
名
度
の
向
上
、

ブ
ラ
ン
ド
力
の
確
立
に
つ
な
が
り
、
農
業
振

興
だ
け
で
な
く
、
市
の
発
展
に
も
貢
献
す
る
。

○
平
成
29
年
度
下
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算（
4
号
）

　
　
　

公
共
下
水
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

　
　
　

液
状
化
に
対
す
る
対
応
は
。

　
　
　

緊
急
輸
送
路
を
優
先
に
マ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　

の
液
状
化
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
管

路
に
つ
い
て
は
、
設
計
時
に
耐
震
対
策
を
反

映
し
て
い
る
。

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　
　
　

農
業
振
興
課
が
所
管
す
る
「
滞
在
型

　
　
　

市
民
農
園
施
設
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
、
新
規
に
整
備
す
る
７
棟
の
募
集
方
法
は
。

　
　
　

平
成
30
年
度
は
中
野
エ
リ
ア
８
棟
の

　
　
　

入
れ
替
え
が
あ
り
、
新
規
７
棟
と
合

わ
せ
て
15
棟
の
募
集
を
行
う
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
周
知
、
都
市
部
で
の
募

集
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
や
ま
な

し
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
周
知
な
ど
、

大
々
的
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
道
の
駅

　
　
　

し
ら
ね
維
持
管
理
事
業
」に
つ
い
て

施
設
内
の
防
災
井
戸
の
使
用
方
法
や
周
知
は
。

　
　
　

施
設
内
に
使
い
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
設

　
　
　

置
し
て
い
る
。
今
後
パ
ネ
ル
を
作
っ

─  ７  ─

て
周
知
し
た
り
、
広
報
で
の
紹
介
な
ど
を
考

え
た
い
。

　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室
が
所

　
　
　

管
す
る
「《
新
規
》
伊
奈
ヶ
湖
周
辺

施
設
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
管
理
運
営
事

業
」
に
つ
い
て
、
年
間
約
４
千
２
百
万
円
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

平
成
30
、
31
年
度
は
直
営
で
行
う
が
、

　
　
　

平
成
32
年
度
か
ら
は
指
定
管
理
へ
の

移
行
を
考
え
て
お
り
、
コ
ス
ト
削
減
を
見
込

ん
で
い
る
。
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る

宿
泊
客
、
食
事
提
供
の
増
加
を
期
待
し
て
い

る
。

　
　
　

都
市
計
画
課
が
所
管
す
る
「《
新
規
》

　
　
　

陸
上
競
技
場
３
種
公
認
取
得
事
業
」

に
つ
い
て
、
芝
の
張
替
え
は
全
面
行
う
必
要

が
あ
る
の
か
。

　
　
　

平
成
11
年
の
整
備
か
ら
約
20
年
経
過

　
　
　

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
傷
ん
だ
芝
は

常任委員会  委員長報告

産業土木常任委員会

●委員長／清水 重仁　●副委員長／矢﨑 俊秀
●委　員／花輪 幸長、野中 國幹、齊藤 博明
　　　　　花輪 進、深澤 米男

●当委員会に付託された案件／ 22件

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
6
号
）

　
　
　

農
業
振
興
課
が
所
管
す
る
「
Ｊ
Ａ
こ

　
　
　

ま
野
活
動
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、

名
称
変
更
は
公
益
上
必
要
な
事
業
な
の
か
。

Q

ＡQ

Ａ

　
条
例
改
正
案
、
補
正
予
算
案
、
当
初
予
算
案

に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

QＡ

予  

算

Ａ Q

Q ＡＡＡ Q

Q

平成 30 年 4 月より、「こま野」から「南アルプス市」に
名称変更した農業協同組合

道の駅しらねに設置されている防災井戸

平成 30 年度に改修予定の櫛形総合公園陸上競技場

ち
ん
さ　

ち

し
か
ま
ち
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し
た
支
援
事
業
に
よ
り
３
名
が
新
た
に
就
農

を
果
た
し
て
い
る
。

　
「
農
地
の
利
用
集
積
の
推
進
」
に
つ
い
て

は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
よ
る
地
域
の
話
し

合
い
を
５
地
区
で
開
催
し
、
41
名
の
農
業
者

と
関
係
機
関
の
参
加
に
よ
り
、
農
地
の
拡
大
・

縮
小
を
希
望
す
る
農
業
者
へ
の
情
報
交
換
・

提
供
な
ど
就
農
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
「
第
４
次
実
施
計
画
」
の
改
正
に
向
け
て

は
、
就
農
者
が
安
定
し
た
農
業
収
入
を
得
ら

れ
る
よ
う
支
援
や
指
導
を
行
な
い
、
意
欲
あ

る
担
い
手
農
業
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定

　
　
　

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
の
市
民
創 

　
　
　

政
の
会
代
表
質
問
に
対
し
、「
本
市

の
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
と
、
進

む
べ
き
農
業
の
あ
り
方
を
示
す
た
め
の
『
農

業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
の
策
定
は
急
務
と
考

え
る
の
で
、
早
急
に
策
定
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
、

前
向
き
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

は
。

　
　
　

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
に
向 

　
　
　

け
、「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
書
」

の
総
合
見
直
し
を
進
め
、
農
地
利
用
の
基
本

方
針
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
「
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
書
」
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に

向
け
、
今
後
も
、
農
協
・
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
意
見
な
ど
を
集
約

し
、
さ
ら
に
県
や
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行

い
、
本
市
の
現
状
を
見
据
え
た
「
地
域
農
業

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
業
振
興
策
の
取
り
組
み
状
況

　
　
　

第
２
次
総
合
計
画
に
お
け
る
農
業
部

　
　
　

門
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
「
第

３
次
実
施
計
画
」
の
進
捗
状
況
お
よ
び
「
第

４
次
実
施
計
画
」
改
定
に
向
け
て
の
現
状
は
。

　
　
　

第
３
次
実
施
計
画
の
具
体
的
な
取
り

　
　
　

組
み
方
針
と
し
て
、「
特
産
農
産
物

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」「
意
欲
の
あ
る
担
い
手

農
業
者
の
育
成
」「
農
地
利
用
集
積
の
推
進
」

の
三
点
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
「
特
産
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」
に
つ

い
て
は
、
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
年
間
を

通
じ
て
長
期
保
存
が
可
能
と
な
る
貯
蔵
設
備

の
整
備
や
、
果
樹
優
良
種
苗
へ
の
転
換
、
果

樹
盗
難
防
止
シ
ス
テ
ム
の
開
発
導
入
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
首
都
圏
主
要
鉄

道
の
車
輌
内
広
告
掲
載
や
東
京
太
田
市
場
に

お
い
て
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
す
る
な

ど
、
南
ア
ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
意
欲
の
あ
る
担
い
手
農
業
者
の
育
成
」

に
つ
い
て
は
、
農
業
次
世
代
投
資
資
金
制
度

に
よ
り
24
名
の
新
規
就
農
者
が
誕
生
し
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
支
援
事
業
に
よ
り
、
２
名

が
市
内
に
定
住
、
４
月
か
ら
３
名
が
定
住
す

る
予
定
で
農
業
の
起
業
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
60
歳
未
満
の
中
高
年
を
対
象
と

　 村松  三千雄 議員
（市民創政の会）

討議の
焦 点

Ａ Q

首都圏主要鉄道の車輌広告掲載
（トレインチャンネル）のようす

『やりがいのある農業』を指向した農業振興策の再構築への取
り組み状況は？
◇現在「農業振興地域整備計画書」の総合見直しを進めている。これらと整
　合を図りつつ本市の現状を見据えた「地域農業マスタープラン」の策定に
　取り組んでいく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Ａ Q

東京太田市場でのトップセールスのようす
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繰
り
入
れ
が
必
要
と
な
る
の
で
、
国
民
健
康

保
険
以
外
の
保
護
者
と
の
公
平
性
を
配
慮
す

る
と
免
除
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
水
道
管
耐
震
化
促
進
と
水
道
事
業

○
住
宅
の
耐
震
化
促
進

　

こ
の
試
算
を
踏
ま
え
、
国
保
運
営
協
議
会

へ
の
諮
問
を
行
な
い
、
検
討
し
た
結
果
、
平

成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
率
に
つ
い
て

は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
負
担
を
考
慮
し
、

税
率
を
据
え
置
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

子
育
て
世
代
で
も
特
に
多
子
世
帯
で

　
　
　

は
均
等
割
に
よ
る
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
（
共
済
組
合
保
険
掛
金
と
国

民
健
康
保
険
税
の
比
較
の
図
を

参
照
）。
子
育
て
世
代
の
負
担

軽
減
の
た
め
に
、
18
歳
以
下
の

第
３
子
以
降
の
均
等
割
を
免
除

す
る
よ
う
に
求
め
る
。

　
　
　

本
市
の
国
民
健
康
保
険

　
　
　

加
入
者
に
お
け
る
多
子

世
帯
の
状
況
は
、
平
成
30
年
２

月
現
在
、
18
歳
以
下
の
子
が
３

人
の
世
帯
は
、
１
０
７
世
帯
、

４
人
が
19
世
帯
、
５
人
以
上
が

５
世
帯
で
合
計
１
３
１
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
の
68
％

に
当
た
る
90
世
帯
は
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
世
帯
と
な
っ
て

い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
保
健

事
業
を
運
営
す
る
上
で
の
重
要

な
財
源
で
あ
り
、
多
子
世
帯
を

免
除
す
る
た
め
に
は
、
保
険
税

の
値
上
げ
や
一
般
会
計
か
ら
の

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
の

被
保
険
者
へ
の
影
響
は
？

　
　
　

国
民
健
康
保
険
財
政
の
都
道
府
県
化

　
　
　

に
伴
う
本
市
の
国
保
税
額
に
つ
い
て

は
、「
県
へ
の
納
付
金
が
示
さ
れ
次
第
、
早

急
に
検
討
す
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

平
成
30
年
度
の
本
市
の
国
保
税
額
は
ど
う
な

る
見
込
み
か
。

　
　
　

山
梨
県
よ
り
示
さ
れ
た
本
市
の
平
成

　
　
　

30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金
の
額
は
、
20
億
３
８
５
１
万
３
２
８
５

円
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
甲
府
市
、
笛
吹
市
に

つ
い
で
３
番
目
に
多
い
金
額
で
、
被
保
険
者

一
人
当
た
り
の
金
額
に
す
る
と
、
12
万
３
０

６
４
円
で
、
全
体
の
17
番
目
と
な
る
。
県
の

平
均
は
、
12
万
５
５
２
７
円
な
の
で
、
平
均

よ
り
も
２
４
６
３
円
低
い
金
額
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
納
付
金
は
、
国
民
健
康
保
険
税
と
県

よ
り
交
付
さ
れ
る
各
種
交
付
金
等
で
賄
う
こ

と
に
な
る
が
、
国
民
健
康
保
険
税
と
し
て
確

保
す
べ
き
金
額
は
、
県
が
示
す
標
準
保
険
料

率
を
も
と
に
算
出
さ
れ
る
。　
　

　

現
行
の
保
険
税
率
で
平
成
30
年
度
の
試
算

を
し
た
結
果
、
国
保
税
だ
け
で
は
、
県
の
算

出
し
た
金
額
は
賄
え
な
い
見
込
み
の
た
め
、

財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
を
お
こ
な
う
こ
と

で
納
付
金
を
確
保
し
た
い
。

●代表質問

　 名取  泰 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

討議の
焦 点

Ａ Q

Q

国民健康保険財政の都道府県化に伴う
本市の平成30年度の国保税額の見込みは？
◇被保険者の皆さまの負担を考慮し、税率を据え置きとさせていただきたい。

子育て世代には均等割の免除を求める！
◇国民健康保険以外の保護者との公平性を配慮すると免除は難しい。

Ａ
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年
同
数
値
の
も
の
、
実
績
評
価
が
「
成
果
」

の
本
質
を
見
極
め
て
い
な
い
と
感
じ
ら
れ
る

も
の
な
ど
が
散
見
さ
れ
、
指
標
設
定
の
考
え

方
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

施
策
の
成
果
を
測
る
た
め
に
ど
の
よ

　
　
　

う
な
指
標
を
設
定
す
べ
き
か
を
検
討

し
て
い
く
。

将
来
に
渡
り
健
全
財
政
を
維

持
す
る
た
め
の
歳
入
の
確
保

と
自
主
財
源
の
創
出

　
　
　
「
財
政
計
画
」
は
、
財
政
の
見
通
し

　
　
　

を
示
す
だ
け
で
よ
い
の
か
。
財
政
の

見
通
し
と
健
全
化
計
画
を
結
び
付
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　

今
の
計
画
は
、「
見
通
し
」
と
い
う

　
　
　

こ
と
で
、
何
も
し
な
け
れ
ば
こ
う

い
う
状
態
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
第
８
期
作
成
の
際
に
は
、
行
財
政
改
革

の
内
容
も
含
め
た
も
の
を
示
す
よ
う
に
す

る
。

　
　
　

歳
入
の
確
保
と
自
主
財
源
創
出
の
た

　
　
　

め
に
、
市
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

　
　
　
「
第
３
次
南
ア
ル
プ
ス
市
行
政
改
革

　
　
　

大
綱
」
に
基
づ
き
、
市
税
、
受
益
者

負
担
、
財
産
の
活
用
、
債
権
管
理
の
そ
れ
ぞ

れ
の
観
点
か
ら
見
た
歳
入
の
確
保
、
ま
た
、

地
域
の
特
産
品
を
活
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
や
、
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
企
業
誘

致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

本
市
の
持
続
的
発
展
と
魅
力
的
な
ま

　
　
　

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
市
民

ニ
ー
ズ
や
社
会
経
済
状
況
を
的
確
に
捉
え
つ

つ
、
行
政
の
効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図

り
行
政
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
主
財

源
の
創
出
と
専
門
的
に
取
り
組
む
機
能
の
創

設
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

企
業
立
地
促
進
業
務
は
、
観
光
商
工

　
　
　

課
が
、
６
次
化
拠
点
整
備
は
、
新
年

度
に
南
ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
新
産

業
拠
点
整
備
室
と
名
称
変
更
を
行
い
、
優
良

な
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
産
業

創
造
と
雇
用
創
造
が
期
待
で
き
る
よ
う
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

第
２
次
総
合
計
画
の
過
去

３
年
間
の
実
績
と
今
後
の
課
題

　
　
　

第
２
次
南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
計
画
に

　
　
　

掲
げ
ら
れ
た
５
政
策
23
施
策
の
進
捗

状
況
は
。

　
　
　

23
施
策
を
実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ

　
　
　

く
り
指
標
（
89
項
目
）
の
平
成
28
年

度
の
達
成
率
は
36
％
で
あ
る
。

　
　
　

施
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
平
成

　
　
　

28
年
度
実
績
を
分
析
す
る
と
政
策
１

（
安
全
で
み
ど
り
豊
か
な
人
が
つ
な
が
る
ま

ち
の
形
成
）
と
政
策
３
（
う
る
お
い
と
活
力

の
あ
る
快
適
な
ま
ち
の
形
成
）
の
達
成
率
が

低
く
、
今
後
の
課
題
と
思
わ
れ
る
が
市
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
基
本
計

画
の
見
直
し
は
必
要
か
。

　
　
　

指
数
化
し
て
み
る
と
政
策
１
と
３
は

　
　
　

達
成
率
が
や
や
低
く
、
今
後
の
課
題

で
あ
る
。
人
口
や
社
会
情
勢
な
ど
の
変
化
が

及
ぼ
す
影
響
や
施
策
の
数
、
指
標
の
設
定
の

仕
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

平
成
32
年
度
か
ら
の
後
期
基
本
計
画
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
前
期
の
施
策
と
ま
ち
づ
く
り

指
標
の
検
証
、
各
種
推
計
値
の
見
直
し
等
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
指
標
の
管
理
状
況
を
み

　
　
　

る
と
、
実
績
値
よ
り
低
い
目
標
値
を

掲
げ
て
い
る
も
の
、
目
標
値
と
実
績
値
が
毎

　 櫻田  力 議員
（未来の風）

討議の
焦 点

Ａ Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

第2次総合計画の平成28年度実績と今後の課題は？
◇まちづくり指標の達成率は 36％。事業の検証と社会情勢の変化への対応が
　課題。

歳入の確保と自主財源の創出にどのように取り組むのか？
◇行政改革推進、企業誘致、市税徴収体制整備、市有財産有効活用に全庁で
　取り組む。

Ａ Q

Ａ Q Ａ Q

Q

ＡQＡ

0
10
20
30
40
50
60
70

5 % H 28
安全でみどり豊かな 
人がつながるまちの形成

ともに生き支えあう
まちの形成

うるおいと活力のある
快適なまちの形成

心豊かな人と文化を
はぐくむまちの形成

未来をひらく経営型
行政運営の形成
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●代表質問

　 野中  國幹 議員
（市民クラブ）

討議の
焦 点

ライチョウの保護育成は？
◇環境省が取り組んでいる保護増殖事業に合わせ今後も市として継続し
　ていく。

人間ドック助成対象年齢の拡大を！
◇ 75 歳以上への引き上げについては検討の結果、
　国の方針同様従来どおりとする。

一
層
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
も

継
続
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

人
間
ド
ッ
ク
へ
の
助
成
は
受

診
年
齢
の
拡
大
を

　
　
　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
と
し

　
　
　

て
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
補
助
は
基

本
検
診
料
１
万
２
千
円
で
受
診
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
、
か
つ
年
齢
が
74
歳
ま
で
と
設
定
さ

れ
て
い
る
。

　

健
康
で
あ
る
こ
と
は
医
療
面
に
も
大
き
く

影
響
さ
れ
、
ひ
い
て
は
国
民
健
康
保
険
料
や

介
護
保
険
料
等
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
に
貢

献
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
早
期
発
見
、
早

期
治
療
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た

め
の
手
段
と
も
い
え
る
人
間
ド
ッ
ク
等
の
検

診
は
健
康
面
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
間
違
い
な

い
。
そ
こ
で
、
現
行
の
74
歳
年
齢
を
引
き
上

げ
る
考
え
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
、
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を

　
　
　

受
診
さ
れ
た
方
は
２
９
６
８
人
で
、

国
民
健
康
保
険
の
み
な
ら
ず
年
代
関
係
な
く

伸
び
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
受
診
者
が
市
に
対
し

１
万
２
千
円
を
支
払
う
定
額
負
担
と
し
て
い

た
が
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
つ
い
て
は
、
受
診
者
に
対
し
２
万

４
千
円
の
定
額
補
助
へ
と
変
更
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

国
の
方
針
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、

普
段
か
ら
健
康
に
関
し
て
注
意
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
も
75
歳
以
上
の
多
く
の
方
が
、
か
か
り

つ
け
医
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
人
間
ド
ッ
ク
助
成
対
象

者
の
年
齢
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
74
歳
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

取
り
組
み
に
伴
う

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
保
護
育
成

　
　
　

昨
年
、
南
ア
ル
プ
ス
ラ
イ
チ
ョ
ウ
サ

　
　
　

ポ
ー
タ
ー
講
習
会
が
行
わ
れ
、
ラ
イ

チ
ョ
ウ
保
護
の
取
り
組
み
は
佐
渡
地
方
の

「
ト
キ
」
や
兵
庫
県
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
等

と
い
っ
た
保
護
活
動
を
教
訓
と
す
べ
し
と
の

内
容
で
あ
っ
た
が
、
市
と
し
て
ど
う
取
り
組

む
か
。

　
　
　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
　
　

は
平
成
28
年
よ
り
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
構
成
10
市
町
村
共
同
事
業
と
し
て

３
カ
年
計
画
と
位
置
づ
け
実
施
し
て
い
る
。

　

認
定
者
に
は
登
山
を
し
た
際
ラ
イ
チ
ョ
ウ

を
目
撃
し
た
ら
環
境
省
の
「
生
き
物
ロ
グ
」

へ
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
態
等
に
つ
い
て
、
よ

り
深
く
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
も

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
環
境
省
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
計
画
事
業
」
で

は
、
近
年
、
生
息
個
体
数
が
激
減
し
て
い
る

北
岳
周
辺
に
お
い
て
の
「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
域

内
飼
育
」
お
よ
び
「
テ
ン
な
ど
の
捕
食
者
捕

獲
」
作
業
に
北
岳
山
荘
の
職
員
を
は
じ
め
本

市
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
保
護
に
つ
い
て
、

Ａ Q

ライチョウ

Ａ

Q

南アルプスライチョウサポーター講習会のようす
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人口減少対策に出産費用の無償化を！
◇出産の無償化より、子育て支援策で経済的負担軽減を図る。

家庭での保育への支援拡大を！
◇家庭保育が困難な場合の支援はするが、経済的支援は考えていない。

子
育
て
に
取
り
組
む
こ
と
も
、
尊
い
社
会
参

加
で
あ
る
と
思
う
。
誇
り
を
持
っ
て
家
庭
で

の
保
育
を
選
択
で
き
る
、
ま
た
、
不
公
平
感

を
解
消
で
き
る
よ
う
、
例
え
ば
子
ど
も
手
当

に
専
業
主
婦
へ
の
報
奨
金
を
上
乗
せ
す
る
な

ど
の
子
育
て
支
援
策
を
新
設
す
る
考
え
は
。

　
　
　

国
の
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
に
よ
り
、

　
　
　

就
学
前
の
子
ど
も
に
対
す
る
教
育
・

保
育
の
充
実
を
推
進
し
て
お
り
、
全
国
的
に

「
子
ど
も
を
保
育
所
等
に
預
け
て
就
労
す
る
」

こ
と
が
正
し
い
よ
う
な
風
潮
で
あ
る
が
、
乳

幼
児
期
に
、
家
庭
で
一
対
一
の
養
育
が
で
き

れ
ば
、
そ
れ
が
一
番
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

る
。
家
庭
で
の
子
育
て
が
基
本
で
、
就
労
な

ど
に
よ
り
「
子
育
て
で
き
な
い
時
間
帯
」
を

補
う
た
め
に
保
育
所
制
度
が
創
設
さ
れ
た
の

で
、
就
労
せ
ず
家
庭
で
の
子
育
て
に
も
、
ぜ

ひ
、
誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
そ
の
上
で
急
な
用
事
等
で
一
時
的
預

か
り
が
必
要
な
と
き
、
ま
た
、
子
育
て
に
疲

れ
、
精
神
的
な
ケ
ア
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
関

し
て
は
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
。

家
庭
で
子
育
て
を
行
っ
て
い
る
方
々
に
対
し

て
金
銭
面
の
支
援
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
本
市
の
農
業
振
興
策

家
庭
保
育
へ
の
支
援
拡
大
を
！

　
　
　
「
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
に
は
自

　
　
　

治
体
が
保
育
費
の
多
く
を
負
担
し
て

い
る
が
、
１
号
認
定
の
幼
稚
園
に
は
あ
ま
り

補
助
が
無
い
。
家
庭
で
保
育
し
て
い
る
専
業

主
婦
に
も
何
か
補
助
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
意
見
が
あ
る
。
自
分
の
手
で
し
っ
か
り
と

子
育
て
支
援
策
県
下
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
の
南
ア
ル
プ
ス
市
に
相
応
し
い

更
な
る
施
策
の
充
実
で
人
口
減
少

対
策
を

出
産
費
用
の
無
償
化
を
！

　
　
　

少
子
化
や
人
口
減
少
に
危
機
感
が
抱

　
　
　

か
れ
て
い
る
現
在
、
妊
娠
・
出
産
の

経
済
的
負
担
ゼ
ロ
と
い
っ
た
、
命
を
授
か
っ

た
ら
金
銭
的
な
心
配
を
せ
ず
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
め
る
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

出
産
育
児
一
時
金
は
平
均
で
42
万
円

　
　
　

程
度
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
出
産
費
用
が
賄
え
な
い
。「
出
産
」「
子

育
て
」「
教
育
」
と
経
済
的
負
担
は
、
出
産

時
の
一
時
的
な
費
用
よ
り
も
、
子
ど
も
の
成

長
に
伴
っ
て
か
か
る
費
用
の
方
が
大
き
い
た

め
、
本
市
で
は
乳
幼
児
健
診
の
他
、
お
む
つ

代
の
助
成
、
保
育
料
の
軽
減
、
18
歳
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
平

成
30
年
度
か
ら
は
産
婦
健
診
や
新
生
児
の

聴
覚
検
査
に
も
助
成
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
子
育
て
世

帯
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
各
種
あ
る
。
今

後
も
市
全
体
で
、
安
心
し
て
出
産
育
児
が
で

き
、
経
済
的
負
担
が
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

施
策
を
考
え
る
。

　 中込  恵子 議員
（新生かがやき）

討議の
焦 点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Ａ

Q

Ａ

Q

地域子育て支援拠点事業の
ようす（あんふぁんねっと）



を
続
け
て
い
く
と
、
基
金
は
ゼ
ロ
と
な
る
。

今
後
、
合
併
特
例
債
の
返
済
を
し
な
が
ら
基

金
の
積
み
立
て
は
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
市

債
償
還
が
可
能
な
の
か
。

　
　
　

基
金
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
急
激
に

　
　
　

低
下
し
な
い
た
め
に
、
平
成
31
年
度

か
ら
取
崩
し
を
計
画
的
に
行
う
。

　

平
成
28
年
度
末
に
１
０
５
億
円
あ
っ
た
基

金
は
、
平
成
39
年
度
末
に
50
億
円
に
な
る
と

推
計
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
取
崩
す
と
数
年

で
基
金
が
底
を
つ
き
、
と
て
も
積
立
を
行
う

状
況
に
は
な
い
。
な
お
、
合
併
特
例
債
と
臨

時
財
政
対
策
債
の
償
還
金
が
交
付
税
措

置
さ
れ
る
の
で
、
市
債
の
償
還
が
で
き

な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

公
共
施
設
再
配
置
の
効
果

　
　
　

公
共
施
設
の
再
配
置
は
行
政
改

　
　
　

革
の
重
要
課
題
で
、
早
期
実
現

す
べ
き
政
策
で
あ
る
。
公
共
施
設
再
配

置
計
画
実
施
の
総
額
と
、
削
減
効
果
の

見
込
み
は
。

　
　
　

公
共
施
設
・
公
共
イ
ン
フ
ラ
は
、

　
　
　

今
後
大
量
更
新
の
時
期
を
迎
え

る
。
人
口
減
少
で
、
利
用
需
要
の
低
下

と
財
政
面
の
制
御
が
同
時
進
行
で
進
み
、

現
在
の
施
設
を
同
じ
規
模
で
維
持
す
る

の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
に
公
共
施
設
再
配
置
ア
ク

8,483,300 8,654,400

4,962,700

17,363,200

H15 H18 H19 H22 H23 H26 H27 H30
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シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
平
成
28
年
度
か

ら
３
年
間
を
「
公
共
施
設
再
配
置
事
業
集
中

取
組
期
間
」
と
し
た
。
こ
の
期
間
の
事
業
費

は
、
現
在
約
19
億
円
と
積
算
し
て
い
る
。
本

市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の
延
べ
床
総
面
積

27
万
５
千
㎡
か
ら
１
万
２
千
㎡
が
削
減
さ
れ

る
。
施
設
を
耐
用
年
数
経
過
後
に
同
規
模
で

更
新
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
今
後
50
年
間

の
更
新
費
用
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
圧

縮
と
と
も
に
、
年
額
１
億
６
千
万
円
の
削
減

効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第
７
期
財
政
計
画
と
今
後
の

財
政
基
盤
構
築

　
　
　

合
併
以
降
の
歴
代
市
長
と
比
較
し
て

　
　
　

金
丸
市
政
で
の
４
年
間
の
特
例
債
額

が
、
そ
の
総
額
の
約
80
％
に
及
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
財
政
計
画
で
示
さ
れ
た
普
通
建
設

事
業
費
は
約
２
４
５
億
円
と
な
り
、
明
ら
か

に
ハ
ー
ド
事
業
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
４

年
間
の
合
併
特
例
債
の
発
行
と
普
通
建
設
事

業
は
、
妥
当
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
「
第
７
期
財
政
計
画
」
に
お
け
る
普

　
　
　

通
建
設
事
業
費
の
額
は
年
間
約
60
億

円
で
、
こ
れ
ま
で
の
12
年
間
よ
り
年
間
20
億

円
多
い
金
額
で
あ
る
。
普
通
建
設
事
業
は
、

平
成
30
年
度
末
の
合
併
特
例
債
活
用
期
限
を

見
据
え
、
必
要
な
事
業
を
適
切
な
時
期
に
実

施
し
、
施
設
の
統
廃
合
を
行
う
こ
と
で
、
将

来
的
な
維
持
管
理
費
、
物
件
費
等
の
軽
減
に

も
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
第
７
期
計
画
最
終
年
度
の
将
来
負

担
比
率
は
78
％
と
試
算
し
て
お
り
、
健
全
な

状
況
が
維
持
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

平
成
31
年
か
ら
徐
々
に
繰
入
金
が
増

　
　
　

大
し
平
成
39
年
に
は
約
11
億
円
が
繰

入
金
と
し
て
見
込
ま
れ
る
。
毎
年
基
金
か
ら

歳
入
に
投
入
さ
れ
続
け
10
年
後
に
は
基
金
残

高
が
50
億
円
ま
で
減
少
す
る
。

　

平
成
39
年
以
降
、
毎
年
10
億
円
の
繰
入
れ

　 河野  木綿子 議員
（公明党）

討議の
焦 点

Ａ Q

金丸市政の合併特例債発行と普通建設事業は妥当か？
◇普通建設事業費は合併後の年平均より年 20億円増。特例債は期限を見据え運用。

公共施設再配置計画での削減効果は？
◇更新費用は年間１億６千万円の費用削減効果が見込める。

Ａ

Q

QＡ



　

予
算
編
成
時
に
採
択
さ
れ
た
事
業
に
つ
い

て
は
、
計
画
と
の
相
違
が
発
生
し
た
場
合
に

内
容
を
精
査
し
変
更
す
る
。
事
業
内
容
、
事

業
費
が
大
き
く
変
更
す
る
場
合
は
、
再
度
精

査
し
、
速
や
か
に
議
会
に
報
告
し
補
正
予
算

案
を
上
程
、
予
算
化
を
図
る
と
考
え
て
い
る
。

旧
完
熟
農
園
跡
地
購
入
は
方
向
転
換
で
あ

る
。
求
償
の
件
は
相
談
し
て
い
る
。

◇
関
連
し
た
他
の
質
問
◇

○
事
業
見
直
し
を
決
断
す
る
時
と
は

○
金
婚
式
事
業
の
廃
止
は
評
価
が
低
か
っ
た

　

の
か
ま
た
個
人
的
事
由
と
処
理
し
て
良
い

　

の
か

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
は
事
業
の
成
立
ち

　

か
ら
主
体
を
見
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か

○
旧
完
熟
農
園
跡
地
購
入
の
方
向
転
換
理
由

　

は
議
会
報
告
が
な
い
が

○
旧
完
熟
農
園
関
係
経
費
見
込
み
を
な
ぜ
第

　

７
次
財
政
計
画
に
載
せ
な
い
の
か

　　

◇
金
婚
式
廃
止
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

　
　

欠
如
で
あ
る

　

◇
事
業
廃
止
・
継
続
は
事
業
の
本
質
を

　
　

各
部
署
連
携
を
持
っ
て
実
施
す
る
こ
と

　

◇
情
報
共
有
化
再
要
請

　

◇
ガ
バ
ナ
ン
ス
不
足
を
懸
念
す
る
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る
。

　

廃
止
に
つ
い
て
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
制

度
疲
労
を
起
こ
し
た
事
業
、
役
割
を
終
え
た

事
業
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
少
な
い
事
業
等
を
対

象
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
視
点
で
見
直

し
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
を
提
供
し
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
効
用
最
大
化
を
図
る
。
そ

の
中
で
金
婚
式
は
平
成
21
年
度
よ
り
市
か
ら

の
補
助
に
よ
り
社
協
の
事
業
と
し
て
行
っ
て

い
た
が
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
申
し
出
に
よ

り
、
ま
た
個
人
的
な
も
の
と
の
考
え
か
ら
廃

止
し
た
。

　

事
業
未
執
行
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法

に
規
定
さ
れ
た
「
会
計
年
度
及
び
そ
の
独
立

の
原
則
」
の
例
外
と
し
て
、
不
測
の
事
態
に

よ
り
や
む
を
得
ず
、
議
会
の
承
認
を
経
て
翌

年
度
へ
の
繰
越

を
行
っ
た
場
合

で
事
業
未
執
行

と
な
る
。
発
生

し
た
場
合
は
、

直
近
の
定
例
議

会
に
お
い
て
明

確
な
理
由
を
説

明
し
、
減
額
補

正
を
行
う
か
決
算
時
に
不
用
額
と
し
て
議
会

に
報
告
す
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
は
休

止
で
あ
り
月
１
回
の
定
例
会
に
よ
り
再
開
に

向
け
て
検
討
す
る
。

　
　
　

行
財
政
改
革
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的

　
　
　

で
は
な
い
。「
地
域
を
ど
の
よ
う
に
し

た
い
の
か
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
先
決
と
考
え
る
。

　

①
市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
整
合
性
か
ら
、

事
業
を
見
直
す
た
め
の
条
件
、
②
事
業
継
続

と
廃
止
の
視
点
か
ら
事
業
廃
止
の
必
要
性
の

要
件
、
③
事
業
計
画
や
予
算
措
置
に
も
か
か

わ
ら
ず
未
執
行
事
業
の
考
え
方
、
④
期
間
中

の
事
業
変
更
の
考
え
方
に
つ
い
て
金
婚
式
廃

止
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
中
止
、
旧
完
熟

農
園
跡
地
購
入
お
よ
び
借
地
代
金
求
償
の
施

策
変
更
等
の
実
例
を
持
っ
て
質
問
し
た
。

　
　
　

行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
い
く
こ

　
　
　

と
が
、
行
財
政
改
革
の
基
本
的
な
考

え
方
で
、
事
務
事
業
評
価
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ー
ト
を
活
用
し
、
七
つ
の
視
点
で
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

　

①
事
業
の
目
的
が
施
策
の
成
果
向
上
に
貢

献
し
て
い
る
か
、
②
公
費
を
投
入
し
て
市
が

行
な
う
事
業
か
、
③
や
り
方
の
工
夫
で
成
果

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
④
見
直

す
こ
と
で
事
業
費
・
人
件
費
を
削
減
が
可
能

か
、
⑤
事
業
対
象
や
受
益
者
負
担
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
か
、
⑥
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル

ド
提
案
は
考
え
ら
れ
る
か
、
⑦
担
当
者
の
業

務
・
改
善
は
あ
る
か
等
、
必
要
性
、
有
効
性
、

効
率
性
、
公
平
性
等
の
観
点
か
ら
課
題
解
決

の
改
善
策
を
提
案
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

　 飯野  久 議員
（民生クラブ）

討議の
焦 点

Ａ Q

●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

事業見直しおよび廃止と事業計画との関連性について
「不易流行」で討論したい

意 

見

ファミリーフェスタのようす
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の
未
然
防
止
を
ね
ら
い
と
し
た
教
員
の
研
修
も

実
施
し
て
い
る
。

　
　
　

本
市
で
も
毎
年
１
２
０
件
以
上
の
い
じ

　
　
　

め
が
発
覚
し
て
い
る
。
現
状
と
対
策
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
の
市
内
小
中
学
校
の
い
じ

　
　
　

め
認
知
件
数
は
１
２
９
件
だ
っ
た
。
各

校
で
は
、
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
立
て
、
日

常
の
状
況
把
握
や
児
童
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の

相
談
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
未

然
防
止
、
早
期
発
見
、
対
処
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

全
て
の
関
係
者
が
そ
の
兆
候
を
い
ち
早
く
把

握
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

南アルプス市の教育の
現状は？

戸栗 淳 議員
（未来の風）

松野  昇平 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

南アルプス市の児童の
入園に関わる問題

質疑の
主 題

質疑の
主 題

善
方
策
の
研
究
を
重
ね
て
い
る
。

　

研
究
指
定
校
の
成
果
を
も
と
に
、
家
庭
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
学
力
を
高
め
る
取
り
組
み

が
効
果
的
に
実
践
さ
れ
る
よ
う
、
各
小
中
学
校

へ
の
指
導
・
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　

本
市
の
不
登
校
の
現
状
は
。

　
　
　

平
成
27
年
度
ま
で
は
減
少
傾
向
に
あ
っ

　
　
　

た
が
、
平
成
28
年
度
は
小
学
生
10
人
、

中
学
生
71
人
と
や
や
増
加
し
、
平
成
29
年
度
も

同
程
度
。
要
因
は
、
心
理
的
側
面
を
は
じ
め
、

人
間
関
係
、家
庭
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　

各
校
で
は
、標
準
化
心
理
テ
ス
ト
を
実
施
し
、

き
め
細
や
か
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
。
不
登
校

　
　
　

本
市
の
子
ど
も
の
学
力
向
上
施
策
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
市
内
３
つ
の
小 

　
　
　

中
学
校
を
研
究
指
定
校
と
し
、
授
業
改

　
　
　

　
　
　

市
内
で
保
育
所
に
入
所
さ
せ
る
際
、「
第

　
　
　

３
希
望
ま
で
に
入
れ
な
い
」「
途
中
入

所
で
き
な
い
」
と
い
う
声
が
あ
る
。
子
ど
も
の

入
所
環
境
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

地
域
性
や
通
勤
先
な
ど
に
よ
り
、
第
１

　
　
　

希
望
か
ら
第
３
希
望
の
保
育
所
を
選
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
う
が
、
地
元
の
保
育

所
を
優
先
と
い
う
方
も
多
く
、
第
３
希
望
ま
で

入
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
ろ
う
か
と
考
え

る
。
ま
た
、
三
歳
未
満
児
に
お
い
て
は
、
年
度

当
初
か
ら
の
入
所
希
望
で
定
員
に
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
年
度
の
途
中
で
の
入
所
は
、
極
め
て

困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
少
し
で
も
、
保

育
を
必
要
と
す
る
保
護
者
が
利
用
し
や
す
く
な

る
よ
う
に
、
入
所
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
、

国
の
定
義
に
基
づ
く
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
と
な
っ

て
い
る
が
、
育
休
期
間
を
延
長
し
た
り
、
離
職

し
て
い
る
保
護
者
が
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
保
護
者
を
全
て
把
握
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
育
休
延
長
を
職
場
に
申
請
す

る
た
め
、「
入
所
不
承
諾
」
の
書
類
を
必
要
と
す

る
保
護
者
は
、
平
成
29
年
度
は
85
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

今
後
、
育
休
を
延
長
し
た
場
合
が
待
機
児
童

Ａ Q Ａ Q

民間事業者と連携して地域からの受入体制の拡大を図る
（小規模保育事業：ジット ( 株 )）

Ａ Q

に
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
保
護
者
へ
の
聞

き
取
り
を
お
こ
な
う
形
で
情
報
を
把
握
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QＡ

市政のここをきく！

研究指定校での公開授業のようす

●一般質問
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旧完熟農園について

小林 敏徳 議員
（新生かがやき）

花輪 幸長 議員
（市民クラブ）

芦安地区の過疎地域対策
通勤費助成の拡充を！

質疑の
主 題

質疑の
主 題

重
要
な
役
割
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
参
入
を
検

討
す
る
企
業
の
判
断
材
料
と
な
る
「
初
期
コ
ス

ト
」
や
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
」
等
の
費
用
や

条
件
、
ま
た
、「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
等
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

造
成
費
な
ど
、
市
負
担
か
、
参
入
企
業
が
負
担

か
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
市
が
企
業
か
ら
受
け
取
る

賃
貸
料
額
等
も
同
様
で
あ
る
。
企
業
が
参
入
す

る
に
あ
た
り
必
要
な
情
報
は
し
っ
か
り
提
示
を

し
、
多
く
の
企
業
が
応
募
で
き
る
よ
う
、
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
「
６
次
化
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
新
た
な

　
　
　

産
業
の
ハ
ブ
機
能
、
新
た
な
産
業
の
創

　
　
　

経
営
破
綻
し
た
旧
南
ア
ル
プ
ス
完
熟
農

　
　
　

園
を
新
し
く
民
設
民
営
で
「
６
次
化
に

と
ど
ま
ら
な
い
新
た
な
産
業
拠
点
」
と
位
置
付

け
、
優
良
企
業
が
広
く
参
入
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
た
め
企
業
誘
致
の
要
項
案
を
作
成
し
、

７
月
か
ら
企
業
の
募
集
を
す
る
と
の
事
で
あ
る
。

要
項
案
に
は
、
12 

ha
に
費
や
す
造
成
費
用
や
地

権
者
に
毎
年
支
払
う
土
地
代
、
企
業
参
入
後
の

造
成
費
や
そ
の
他
の
負
担
額
な
ど
の
経
費
を
盛

り
込
む
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

企
業
誘
致
を
行
う
た
め
の
募
集
要
項
に

　
　
　

は
、
企
業
が
こ
の
土
地
で
何
を
行
う
か
、

事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
市
の
土
地
利
用

の
理
念
を
理
解
し
共
有
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
、

　
　
　

芦
安
地
区
の
過
疎
対
策
は
、
移
住
等
を

　
　
　

目
的
と
す
る
た
め
、
通
勤
費
助
成
金
を

増
額
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　

芦
安
地
区
の
過
疎
対
策
は
、
平
成
27
年

　
　
　

12
月
に
策
定
し
た
「
南
ア
ル
プ
ス
市
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
実
施
し
、

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
地
域

社
会
の
自
立
促
進
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
、
芦
安
地
区
独
自
の
市
単
独
事
業

と
し
て
、
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、

地
区
外
へ
の
通
勤
費
の
助
成
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
新
た
な
転
入
者
な
ど
を
対
象
に
、
芦
安
地

区
外
に
通
勤
す
る
場
合
に
３
年
間
助
成
す
る
制

度
で
あ
り
、
現
在
は
芦
安
地
区
以
外
の
市
内
な

ら
び
に
韮
崎
市
に
通
勤
す
る
方
に
５
千
円
ま
た

は
７
千
円
を
毎
月
支
給
し
て
い
る
。

　

旧
芦
安
村
か
ら
続
く
実
績
あ
る
事
業
で
、
一

定
の
効
果
が
出
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
は
助

成
金
の
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。

建
築
事
業
の
実
施
方
法

　
　
　

建
築
物
の
質
の
確
保
と
営
繕
事
業
充
実

　
　
　

を
目
的
に
、
建
築
士
資
格
者
の
採
用
増

は
喫
緊
の
課
題
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
に
一
級
建
築
士
を
募
集
し

　
　
　

た
が
応
募
が
無
か
っ
た
。

　

現
在
、
本
市
職
員
の
中
に
、
一
級
建
築
士
と

二
級
建
築
士
の
有
資
格
者
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名

づ
つ
お
り
、
担
当
業
務
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
は
建
築
事
業
関
係
の
研
修
に
も

参
加
し
、
検
査
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

Ａ Q Ａ Q

Ａ Q出
」
と
は
、
27
号
計
画
を
基
に
し
た
農
業
の
６

次
化
を
中
心
と
し
た
も
の
か
。

　
　
　
「
新
産
業
拠
点
」
は
、
様
々
な
地
域
の
産

　
　
　

業
と
参
入
し
て
く
る
企
業
そ
れ
ぞ
れ
を

結
び
つ
け
る
「
ハ
ブ
機
能
」
の
役
割
を
担
う
も

の
で
あ
る
。「
新
た
な
産
業
の
創
出
」
と
は
、
農

業
を
含
め
た
地
域
資
源
を
活
用
し
、「
自
然
」
や

「
田
舎
」、「
人
と
の
つ
な
が
り
」
な
ど
新
た
な
価

値
観
を
意
図
し
た
「
体
験
」「
交
流
」「
健
康
」「
教

育
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る

分
野
で
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
玄
関
口
の
イ
メ
ー
ジ

に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
た
な
産
業
の
創
出
を
考
え

て
い
る
。

Q

Ａ

市政のここをきく！

さまざまな事業を展開している
芦安地区
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旧完熟農園の開発は？

清水 重仁 議員
（民生クラブ）

齊藤  博明 議員
（公明党）

ユネスコエコパークの
理念を根幹に据えた
「まちづくり」

質疑の
主 題

質疑の
主 題

に
、「
農
業
を
含
む
広
範
な
地
域
資
源
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
地
域
振
興
に
資
す
る
新
た
な
産

業
拠
点
に
な
る
」
と
い
う
位
置
付
け
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
。
第
１
次
産
業
の
農
業
振
興
か
ら

ウ
エ
イ
ト
を
移
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
「
取

り
組
み
の
枠
組
み
を
広
げ
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
、
新
た
な
産
業
を
創
り
出
す
企
業
と
の
連

携
の
先
に
、
農
業
振
興
の
成
果
の
み
な
ら
ず
、

第
２
次
産
業
、
第
３
次
産
業
の
分
野
に
お
い
て

も
、
産
業
創
造
と
雇
用
創
造
の
効
果
が
見
込
め

る
」
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　
　
　

土
地
利
用
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
か
な
り
多
く

　
　
　

の
項
目
が
あ
る
。整
備
室
だ
け
で
な
く
、

庁
内
全
体
で
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

　
　
　

事
業
名
が
６
次
化
拠
点
整
備
事
業
か
ら

　
　
　
「
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

事
業
」
に
変
わ
る
こ
と
で
、
農
業
振
興
か
ら
第

２
次
、
第
３
次
の
産
業
開
発
に
ウ
エ
イ
ト
が
変

わ
っ
た
事
を
市
民
に
伝
え
る
の
か
。

　
　
　

６
次
化
拠
点
整
備
事
業
は
、
農
業
の
６

　
　
　

次
化
の
み
な
ら
ず
、
広
く
地
域
資
源
を

活
用
し
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

と
し
て
、
集
客
交
流
事
業
を
行
う
「
交
流
６
次

化
拠
点
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

農
業
振
興
や
地
域
活
性
化
の
効
果
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
他
の
産
業
、
優
良
な
企
業
と
の
連

携
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
、
広
く
企

業
が
参
入
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も

　
　
　

今
後
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
け
る
ユ

　
　
　

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
位
置
づ
け
と
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

　
　
　
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
一
番
大
切
な
こ
と
は

　
　
　

人
材
育
成
で
あ
る
。
幼
少
期
に
自
然
の

な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
感
性
を
磨

く
こ
と
で
豊
か
な
人
間
性
を
養
い
、
地
域
か
ら

国
際
社
会
で
も
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
国
際
社
会
の
一
員

と
し
て
、
本
市
を
は
じ
め
と
す
る
構
成
市
町
村

が
、
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
国

際
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
な
れ
る
よ
う
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
構
築
を
推
進
し
て
い
く
。

　

本
地
域
が
国
際
社
会
に
向
け
て
さ
ら
な
る
前

進
が
で
き
る
よ
う
、
市
全
体
の
政
策
課
題
と
し

て
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
「
南
ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
新

　
　
　

産
業
拠
点
整
備
事
業
」
と
の
関
連
性
、

整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
　
　

新
産
業
拠
点
で
は
、
自
然
と
人
々
の
共

　
　
　

生
と
い
う
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理

念
を
基
に
、
参
入
企
業
と
事
業
目
的
の
実
現
を

図
る
こ
と
に
な
る
。

　

自
然
の
恵
み
を
活
か
し
て
、
人
が
住
み
や
す

い
移
行
地
域
と
し
て
、
地
域
発
展
の
重
要
な
取

り
組
み
を
行
う
区
域
と
位
置
付
け
、
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

Ａ Q Ａ Q

子どもユネスコエコパーク探検隊のようす

●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａ Q

　
　
　

本
事
業
の
核
で
あ
る
「
土
地
利
用
の
方

　
　
　

針
」
に
つ
い
て
は
、
農
業
を
含
む
地
域

資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
づ

く
り
と
、
産
業
の
創
出
を
目
的
に
こ
れ
か
ら
成

長
を
期
待
で
き
る
「
体
験
」「
交
流
」「
健
康
」「
教

育
」
等
の
成
長
産
業
分
野
に
お
い
て
、
参
入
企

業
の
新
産
業
へ
の
取
り
組
み
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
に
加
わ
る
業
界
や
分
野
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
市
役
所
の
所
管
、
担
当
部
署
が
あ
る
の
で
、

庁
内
全
体
に
渡
る
情
報
の
収
集
・
発
信
、
連
携
・

調
整
な
ど
、
事
業
効
果
を
高
め
る
よ
う
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ

Q



　
　
　

建
造
物
自
体
の
文
化
的
価
値
に
加
え
、

　
　
　

矢
崎
家
住
宅
は
今
後
も
ふ
る
さ
と
○
○

博
物
館
事
業
お
よ
び
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
イ
ン
バ
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●公明党
●会派のメンバー   
　代表：齊藤博明
　　　　河野木綿子、小池伸吾

【視察先】宮崎県綾町、都城市、日南市
【視察日】平成 30 年 1 月 15 日（月）～ 17 日（水）
【視察の内容】
日南市「テナントミックスサポート事業」
　日南市油津商店街は、かつて宮崎県南地区最大の
商店街であったが、空き店舗など衰退が見られ、市
民の意識から「商店街」という存在が薄れてしまった。
そこで、民間人の登用により 4 年間で 20 店舗の誘致
の目標に取り組み、他にはない公民連携により、目
標を大きく超える 29 件の店舗誘致を実現した。

【総　括】
　民間人の登用から始まり、中高生や大学との連携
などのネットワーク作りや、的を絞り迅速に事業を
仕掛けていく取り組みに感銘した。民間の力はもち
ろんだが、市長をはじめ担当職員がさらに協働し、
スピーディーなフットワークあればこその結果だと
感じた。

【その他の視察】
綾町「綾ユネスコエコパークの取り組み」
都城市「“都城市”PR 推進事業」

日南市での研修のようす
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□□□□□□政 務 活 動 報 告

●未来の風
●会派のメンバー

　代表：深澤米男　
　　　　西野浩蔵、櫻田 力、戸栗 淳

【視察先】大分県杵築市・大分農業文化公園
【視察日】平成 30 年 1 月 24 日（水）～ 26 日（金）
【視察の内容】
杵築市「人生まるごと応援プラン」
　杵築市は平成 17 年の合併以来急激な人口減対策の
施策として「人生まるごと応援プラン」と称し、環境
整備を重点項目に掲げ定住促進を推進している。

【総　括】
　「太郎と花子の出会いより」として、住む・働く・
暮らすの３分野を物語風にする事により、場面に応
じて市民が利用しやすいように工夫されていた。

【視察の内容】
大分農業文化公園
　大分農業文化公園は 120ha の農業体験の出来る施
設である。開園以来入場者数が減少し、指定管理導
入により入場者数の増加につなげ安定を保っている。

【総　括】
　園長の様々な発想により集客増を図っているが、
年間 2 億円以上掛かる経費の中で、指定管理料とし
て毎年 1 億 2 千万円も費やす事に懸念を感じた。

●市民クラブ
●会派のメンバー 
　代表：斉藤諭　
　　　　北村千代子、野中國幹、花輪幸長

【視察先】京都府綾部市、滋賀県大津市
【視察日】平成 30 年 1 月 17 日（水）～ 19 日（金）
【視察の内容】
綾部市「空き家対策、空き家活用定住支援事業」
　綾部市は、市制施行から約 4 割の人口減少があり、
空き家が増加したことから空き家流動化策を積極的
に取り組んでいる。

【総　括】
　本市においても空き家状況は増加傾向にあり、制
度導入を図る必要性を強く感じた。

【視察の内容（研修受講）】
全国市町村国際文化研修所（大津市）

「地方自治体の財政運営と議員の役割」
　全国から 200 名の議員が参加し、自治体の財政運
営における議員の役割について理解を深めた。

【総　括】
　決算なくして予算なしとの観点から決算審査の重
要性とこれによる市政方針が予算にかかわり、財政
分析を議会としての立場でその役割を学ぶことがで
きた。

杵築市役所にて

綾部市での研修のようす

大分農業文化公園 全国市町村国際文化研修所にて
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●新生かがやき
●会派のメンバー
　代表：小林敏徳
　　　　花輪進、中込恵子

【視察先】茨城県牛久市
　　　　  千葉県野田市、我孫子市、君津市

【視察日】平成 30 年２月 13 日（火）～ 15 日（木）
【視察の内容】
牛久市「ポケットファームどきどきつくば  牛久店」
　JA 全農茨城県が開設したどきどき茨城町店は、直
売所とレストランで年間 10 億円を売り上げる農業 6
次化の先進事例だが、２号店の牛久店は、茨城町店
より有利な立地にもかかわらず、東日本大震災の風
評被害により、売上低迷が続いた。しかし、特産の
メロンを中心に、贈答用、地方発送用の果物に力を
入れて売上を伸ばしている。

【総　括】
　ほぼ年間を通して特産の果物がある南アルプス市
で、完熟農園が目指した方向性は間違いではない。
わずか７カ月で破産手続きなどせず、経営刷新委員
会の意見を取り入れ、継続して育てるべきであった
とあらためて思う。

【その他の視察】
牛久市営青果市場「行政サービスでの集荷支援」
野田市「環境にやさしい農業の実践」
我孫子市「新規就農者育成事業」
君津市「文化のまちづくり市税１％支援事業」

●日本共産党南アルプス市議団
●会派のメンバー
　代表：名取泰
　　　　松野昇平

【会場】東京都立川市「たましん RISURU ホール」
【日時】平成 30 年１月 25 日（木）～ 26 日（金）
【講義名】合併自治体検証・財政特別講座
【講義内容】

　「決算カード」「財政状況資料集」「地方財政状況調
査表」「地方交付税算定台帳」等を用い、①平成の大
合併による「合併効果」の検証、②新市の財政の検証、
に関する講義および、それをもとに南アルプス市の
検証作業を行った。

【総　括】
　「財政の検証」においては、合併算定替えや、特例
債の交付税措置の推移、臨財債振替や普通交付税削
減の影響などを実践的に学び、「合併効果の検証」と
合わせ、地方分権の推進の課題への考察を深めるこ
とができた。決算書や予算書の審議や政策立案にも
生かしていきたい。

研修会場にて

牛久市視察のようす
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□□□□□□政 務 活 動 報 告

●市民創政の会
●会派のメンバー
　代表：矢﨑俊秀
　　　　村松三千雄、三木充

【視察先】愛知県岡崎市、岐阜県下呂市
【視察日】平成 30 年２月 14 日（水）～ 15 日（木）
【視察の内容】
岡崎市「岡崎ビジネスサポートセンター
　　　　《OKa-Biz（オカビズ）》」
　平成 25 年 10 月に「岡崎ビジネスサポートセンター

《OKa-Biz（オカビズ）》」を開設。売上アップを応援す
る “ 小さな企業の応援団 ” として『きく・みつける・
ささえる』をテーマに、補助金案内だけでなく利益
創造型支援による、地域企業成長を目指しているが、
予想をはるかに超える相談ニーズへの運営体制強化
が課題とのことである。

【総　括】
　Oka-Biz は、現状分析や問題点の指摘ではなく、事
業者の長所を見つけ、その長所を生かした具体的な
知恵を出し、チームで継続的に売上げアップをサポー
トしている。町工場・商店・農家等あらゆる業態の
経営者からの相談にも対応していることから、本市
においても地域活性化策として検討し、体制構築が
必要と感じた。

【その他の視察】
下呂市「来たれ！農業人就農支援事業」

●民生クラブ
●会派のメンバー

　代表：飯野久
　　　　清水重仁、有野一成　

【視察先】
東京都  文部科学省生涯学習政策局  
　米本善則 参事官（連携推進・地域政策担当） 付参事官補佐
東京都  築地  東京シティー青果㈱　
　馬場雅彦 果実第一部長　
東京都  豊洲市場

【視察日】平成 30 年２月 13 日（火）
【視察の内容】
東京都「文部科学省生
涯学習政策局」
　世界経済フォーラム

（ＷＥＦ）が毎年公表して
いる３分野（経済・教育・

政治）で各国の社会進出における男女格差を示す指標
等を通じて、世界の中での日本の男女共同参画の現
状を学んだ。

【総　括】
　指標によると平成27年時点で140カ国中、日本は経
済114 位、教育74 位、政治123位、総合 114 位で前年
の 111 位から後退している。本市においても計画目
標値・実績値を把握していないが、それぞれの分野
で男女共同参画が進んでいない現状が推察される。

【視察の内容】
東京都「築地市場東京シティー
青果（株）」
　平成 30 年 10 月に開場予定
の豊洲市場は、青果、水産売
場、水産仲卸売場の３エリア
で構成されている。今回は、
東京シティー㈱の馬場さんの
案内で、青果棟に直接入場し、

施設・各部屋機能等の説明を受けた。

【総　括】
　築地市場は、人や車等が行き交う雑踏のような場
内だが、豊洲の青果棟は人と商材と電動フォークリ
フトのみで、見学者は２階のガラス張りの見学通路
で隔離されており、合理的且つ衛生的な市場となっ
ている。

岡崎市視察のようす
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●第２回定例会の会期予定

６月１日…………… 本会議（初日）

   　11 日～12日 …… 代表・一般質問

　   13 日～18日…… 常任委員会

   　22日…………… 本会議（最終日）

※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式に
　決定されます。

みなさんの傍聴をお待ちしています！
・事前の申込は不要です。
・委員会も傍聴できます。

●第１回定例会の傍聴者数：40人
    ※報道関係者13 人は除く
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市議会に対する意見や、『議会だより』の感想
をお寄せください。（書式・様式は問いません。
ただし、原稿は 400 字以内にまとめてください。
メールやファックスでも受け付けています。）

議 会 改 革 へ 始 動
　地方自治法改正による地域主権の推進や少子高齢 ･ 人口減少などで
社会が変わりつつあるいま、地方議会においてもこれまでの議会運営
や審査審議のあり方を再確認する必要があります。
　そこで、今回は総務・厚生文教・産業土木常任委員会が合同で議会
改革の先進地に学ぶ“3 常任委員会合同視察研修”を行いました。

３常任委員会

 合同研修

　平成 30 年２月1日から２日にかけて行った研修では、議会
改革度調査において全国上位の神奈川県横須賀市議会・東京
都町田市議会・多摩市議会を訪問し、各市議会が取り組ま
れている改革の経緯と現状や課題を学びました。
　今後は今回の研修内容を参考に、本市の議会にとって必
要な活性化策や、より適切な議会運営について検討を進め
ていきます。

多摩市議会議場にて

予算決算常任委員会による審査＜横須賀市議会＞

決算審査 ( 決算 ･ 予算の連動 ) ＜多摩市議会＞ 議会改革(活性化) の取り組み(タブレットの議会導入) ＜町田市議会＞


